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運営に関する計画 《中期目標》

全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった現状 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から明らかになった現状

【子どもが安心して成長できる安全な社会、（学校園・家庭・地域）の実現】 

【令和5年度調査結果の概要】 【令和5年度調査結果の概要】 

【心豊かに力強く生き抜き未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題 】 

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 

【学びを支える教育環境の充実】 
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卒業後の主な進路（令和5年度）

◆  学校教育目標「自ら学び、考え、判断・行動できる生徒の育成」

◆  校 訓「わが校を愛し、学習に励み、礼儀正しくしましょう」

◆  重点 ☆思いやりのある心の育成　　☆規範意識の確立
☆読解力の向上　　　　　　　☆言語能力の育成
☆探究心の養成

◆  校内授業研究会と授業評価アンケートの外部委託

◆  不登校傾向のある生徒への支援

◆  学校情報化優良校

◆  学校安心ルール（蒲生バージョン）の順守

◆  活気ある部活動

その他、陸上競技部，卓球部，バレーボール部（男子・女子），男子バスケットボール部，茶道部，
家庭科部，美術＆漫画部，地理歴史研究部，科学部，剣道部が、活発に部活動に取り組んでいます。

学校のアピールポイントなど

＜　吹　奏　楽　部　＞　　 ● 大阪府吹奏楽コンクール大阪府大会銀賞　● 関西マーチングコンテスト金賞
　　　　　　　　　　　　　● 関西アンサンブルコンテスト（銀賞）

＜女子バスケットボール部＞　● 大阪市春季総体ベスト４　　 　　　　　　● 大阪府選手権大会ベスト１６
　　　　　　　　　　　　　● 大阪市秋季総体ベスト４
　　　　　　　　　　　　　● 西日本交歓大会出場・大阪中学校総合体育大会地区予選（大阪市大会）　２位
　　　　　　　　　　　　　● 大阪中学校総合体育大会中央大会（大阪府大会）　５位入賞

＜女子ソフトテニス部＞　　　● 2B1年生大会優勝・２年生大会優勝・３年生大会優勝　準優勝　３位入賞
　　　　　　　　　　　　　● 2B団体戦優勝・大阪市春季総体（個人戦）ベスト16
　　　　　　　　　　　　　● 大阪中学校ソフトテニス選手権大会個人ベスト16団体ベスト16
　　　　　　　　　　　　　● 大阪市秋季総体（団体戦）ベスト８

＜ サッカー部 ＞● 大阪府秋季大会ベスト32[全参加320校]        〈 野 球 部 〉 ● 第二支部大会第３位

＜バドミントン部＞● 第二支部大会個人戦第３位

（ 令和5年度 卒業生徒数　２38名 )

【 概 要 】  城東区の北西部、大阪メトロ鶴見緑地線「蒲生四丁目」駅より北へ約４００ｍ、京阪電車「野江」駅・
「JR野江」駅より南東へ約300ｍに位置し、蒲生公園へ隣接しています。榎並・成育・聖賢小学校
が基本的な校区となります。

【教育目標】 校訓は「わが校を愛し、学習に励み、礼儀正しくしよう。」です。大阪市教育振興基本計画の最重要課題を
ふまえ、「安全・安心な教育の推進」、「未来を切り拓く学力・体力の向上」、「学びを支える教育環境の充実」
を、本校で実現させていきます。

【 沿 革 】  昭和22年4月1日、大阪市立城東第二中学校として創立。　昭和24年5月1日、校名を大阪市立蒲生中学校
と改名いたしました。今年で創立７７年目、生徒数は６９０名の大規模校です。

○ 年度末の校内調査における「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」に対して、肯定的に回答する生徒の割合
を90％以上にする。

○ 年度末の校内調査における「先生は、いじめや校内暴力など私たちが困っていることに対応してくれる」に対して、
肯定的に回答する生徒の割合を昨年度以上にする。

○ 年度末の校内調査における「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすること
ができていますか。」に対して、最も肯定的な「あてはまる」と回答する生徒の割合を昨年度以上にする。

☆ 授業力評価アンケートを業務委託して詳細な授業力分析を実施するとともに、校内外で研究授業・研究
協議を実施し、授業改善を図っている。

☆ ICT環境の整備と活用の充実が評価され、JAET（日本教育工学協会）から学校情報化優良校の認定を
受けている。

☆ 区役所との連携事業で校内にスクールサポートルーム（通称SSR）を設置して、不登校傾向のある生徒
が自分のパーソナルスペースが確保できる場所（ブース）を作り、いつでも気軽に登校できる体制を整
備している。教室に戻るためのステップとして活用している。

☆ 明るいあいさつと服装のTPO、立ち居振る舞いのマナーの徹底を心がけ、生徒会や各専門委員会を中
心に自発的にルールの作成や規範意識の向上に取り組んでいる。

○ 授業日において、生徒の8割以上が学習用端末を活用した日数が、年間授業日の５％以上にする。（ただし事務局が
定める学校行事等ICT活用が適さないに数を除く）

　ICTの活用と令和５年度の学力向上支援チーム事業
による授業力向上の効果で、全国学力・学習状況調査
や大阪府チャレンジテストにおいて、全国や大阪府の
正答率を上回った。引き続き、授業力向上と一層の読
解力の向上と探求心の養成に取り組み、主体的に深い
学びを求める生徒を育成する。

　各教科とも平均正答率は全国・大阪市の平均を上
回っている。生徒の学習に向かう姿勢が結果に表れて
いる。しかしながら、記述式問題の平均正答率が全国を
下回る傾向にある。これは生徒質問紙における読書量
とも比例している。 　保健体育の授業や体育的行事における取組は、どの

学年の生徒も積極的姿勢と高い意欲を維持している。
柔軟性を高め、瞬発力を高める運動を取り組む必要が
ある。運動能力には2極化の傾向が見られ、運動部に
所属しない生徒の十分な運動量の確保が今後の課題
である。

　男女ともに体力合計点は大阪市平均を上回ってい
る。男女とも長座体前屈、立ち幅とび、ハンドボール投
げに課題がある。 【私立】 大阪産業大学(１１名)、大阪国際(８名)、常翔学園(６名)、四条畷学園（５名）、桃山学院(４名)、上宮（３名）、

大阪成蹊女子（２名）、城南学園（２名）、追手門大手前(２名)、近畿大学附属(２名)、大阪電通(２名)、大阪信愛(４名)、
大阪学院(２名)、金光藤蔭（２名）、大阪スクールオブミュージック（３名）、東朋（２名）、大阪つくば開成（５名）、
夢未来（３名）、ルネサンス大阪（２名）、八洲学園（２名）、

他（興國、好文学園女子、四天王寺、あべの翔学、大阪、大阪偕星、大阪桐蔭、関西大学第一、常翔啓光、大商学園、明浄学院、英風、飛鳥未
来、おおぞら、トライ式、クラーク(天王寺)、天理２部、報徳学園、東海大甲府、東北、日章学園、日南学園）

【公立】 旭(２２名)、芦間(１０名)、鶴見商(１０名)、汎愛(９名)、東(８名)、市岡(６名)、桜宮(６名)、清水谷(５名)、大手前(４名)、桜和(４名)、
中央(４名)、四條畷(３名)、いちりつ(３名)、都島工(３名)、淀川工科(３名)、高津(２名)、東淀川(２名)、大阪教育大附属平野(2名)、
港(２名)、花園(２名)、東住吉(２名)、守口東(２名)、野崎(２名)、港南造形(２名)、成城(２名)、むらの(２名)

他(淀川清流、水都国際、西成、福井、寝屋川、槻の木、北野、天王寺、四条畷、住吉、香里丘、門真西、柴島、大阪BF、藤井寺工科、門真なみはや、
枚方なぎさ、思斉)


